
花 (Flower)

CharJes Darwin の進化論は現代では実験的に其の
一部は証明され、現脊ナる櫨物群! : i : . 過去の原始的な
簡単な型のものから蓬イヒしたものであるとム般に信

ヒられている。会べての植物は‘つなが 9がある。
しかし進化はま色歩的と退歩的とがある。地球に陵地
のない時には、掠物は7 1 < 中生活をしていたものであ

る。しかし陵地の出来るに従って、陸上生活に遁応す
る主う. に進化した。それで水中生活にては、鞭毛藻
(Mastigophyceae) かち稔藻(ChJorophyceae) に進
化し、との緑藻が今から約350，制JO，OOO年前の下部志留
利亜飽 (Lower 5ilurian Epoch) の了りに海棚が上
下したがその頃陸上転位 (5u1aeriaJ Transmigrati-
on) を行ひ、蘇苔植物 (Bryophyta) となり、次に古
マヲパヲ y 類 (Psilopl1ytariae) となった。 ζの古τ
ヲパヲ Y 類かちベキナテ旦類 (Benn etti taJ es)、挙協
状種子植物 (Pteridospermae)、 干クサ類 (Eguise-
taria時、ヒカグノカグヲ類 (Lycopodiariae)、羊歯類
(FiJicariae)， 'l7" ツ類 (CycadaJes)、イチヨ守類
(Ginkgoales) ，松柏類 (C，niferae) 等が出た。
被子獲物 (A到呂iospermae) は現在、約15∞∞種、 80

00属. 3卯科が生存している。とれ等設予搭物の先祖
は羊歯状種子植物類であるといわれている。それで被
子植物の花は羊歯状種子植物類の胞ヲ己実 (Sporophy-

J l ) の短縮したものの集りとされ. ている。 そじて今の
ととろ原始的な花の型は、 (1)花執が長〈‘ (2)花の各

(3)雄蕊と心皮とが多数で、 (4)しかもそれが分離して
いる。との様な色のと考える入が多い。現存ナる掻物
でとの特徴を維持しているのは、守マノアジガ界目

(Ranales) である。そして ζの守マノアジガ界尽か
ら会べての被子植物が分化したと考える入 CJ.Hutchi-
nson 宇 Bessey) もある。又種キな裸子植物 (Gy-

i  mnospermae) から被子植物が出たと考える人 (Eng-
1er， A. ゃ Wettstein) 色あるa その分化の状態を解
り易く表わナのに系統樹 (Phylogenetic tr・eのがあ
る。 ウマノアシガタ目 (Ranales) から被子植物全体
が出たいう訟の代表的なものは、 Halljer (1905年入
Clements (1941)、Bcssey く1915)‘ J. Hutchinson 
(1926) 等の gystem がある。 ζれ等の system は何
十れも主として形主主的な指標にもとすをいて立てられた
色のである。 ζれを次に言己ナ。

康江英之助

植物進化の形態的指標

(Murpho1ogicaJ indicJtois of Pllylogeny) 

1 . 主主化した色のは、その祖先にも E るととはない。
CDolle's， L o w  of irreversibility in evoJution) 2. 
主主化というのは、必すもし色その植物の全部の器官が.
同時に同ヒ土うに護士告するものではなく、或る器官は
進歩L 、或る器官は退歩ナる。 3. 議化には一貫の
色のがある( 定肉準化.)0 4. E の主うな自然群( 門〉
に於て色、薬事長棄を持たお植物は薬事長素を持つ; 値物か
ら出たものである。腐主主植物は自養型から由来した色
ので、ある" 5. 種子縫物では、ー茎の構造が主主生(Co-
l1atera!) 引ものが、円筒状 (CyJinder) に排列してい
る志のよりも、進化したものである。 6 木質部う(y-
Jem) に仮導管 (Tracheid) のあるものt:i:， . 仮導管が
なく導管 (Vessel) のみからなっている色のより原始
的である臼 7. 階紋導管 (Scaluiform vessels) の
方が. 孔紋導管 (Round pi ts ve田 eJρ より原始的あ
る。8 . 種子雄物の内の多くの若手( 耳roup) にては
木本 (Wuody) のものが. 草本 ( Herbaceous) より
古い。 9. 種子槌物の内の多くの群Uてでは、直立
(Erect) のものが、蔓 (Vines) の志の土りち先1::っ
ている。 10. 多年生 (perrennials) は. 二年生
(Rienni:i1s) より原始的であり. 二年生は一年生
(Annuals) 工り色原始的である。 11 . 歴史的に薬
の最初は常緑 (Pe:rsiotent==Evr:rgreen) であるが、
主主にw，葵 (Decidu r，uけとなる。 12. 茎益薬 (5t
e m  Jeaves) ヤ花薬( F 'loralleanes) の螺旋状排列の方
が、対生 (Opposite) のもの工り色先にくる。 13.
綴! 旋状の覆瓦状になっている花は、輪状や閉鎖状lごな
づているものよ P原始的である。 14. 種子横物の
内で、葉カ{ # 隠状除 (Netted venation) になヲている
色のより、2 j > .行泳 (Parallel venation) になっている
ものが. 原始的である。 15. 大体に同ピような部
分の多い構造、が原始的であり、数少〈そして異った
部分の多い色のが、より進歩した色のである。例えば
a. 花の器官の、相称の多い花から. 相官称の小数の花
に進化した。即ち、整資花 (Regular flowers) かる不
整斉花( I rregl1lar flowers) に準んt='o b. 花被
(Perianth) の組成で、事 (Sepal ) と花縛 (PetaJ)
が同形でない花は、事 b花澱が同形のものから主主化し
た色のである。 c. 花鉾のある花は、花誕のない花主
り原始的である。才E車酵のない花は、段々に小さくなる
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ととによ= コて出来た志のである。 d.多心皮(Numerous
ca:rpels) の方が、心皮の少ないものより原始的であ
る。 e. 多雄蕊 eNumerous stamens)のものが、雄蕊

2の少ないもの主り原始的である。 f. 被子植物の進化
は‘その種子がこ放の種皮 (Seed coats) のちのが、

、一枚の種皮主り古い茎立であると信t : b れている。
16. 部分の合生t立、議歩した特徴でああ。例えば.
a. 隊車草花 (Polypetalous f1owers) の方が、合縛花
(Gamopetalous flo;wers) より原始的であ担、その経
路は会生 (13ymphysis) である。 b. 離生雄蕊(Se-
parate stmeus) の方が合生雄蕊 (United stamens) 
の色の上り原始的である C . 離生心皮 (Separate

始的である 6 17. 子房上位 (Hypogyny) が原始的
な構造で、それから子房中位 (Perigyny) 一及び子房下
位 (Epjgyny) が成立っている。 18. 皐ー花 (So・
lital;y  f1ower) の方が、花序 (Infloresc四 ce) をな
ナ色 ei J : り原始的であるo. 19. 両f生花. (Bisexual 
flowers) は. 単位花 (Unisexual f1owers) より先代
出来たものである。とれの経過は減少』てよった色ので
ある Q 20. 虫主権問株 (Monoecious) の方が. 峨推
奨稔 (Dioecious) 主り際始自的告である 21 . 翠泉
(Simple fr白“it匂s) や複系 ( A菖g炉re培呂a土おe f仕ru凶itおs) の方が
2楽奈合呆 fω乱1li吋1]t首iple f台ru凶it臼s) 主り色原始的であるo
2盟2. 原始的な種子は、内乳( 但E n吋dos叩pe位r mロm ) と
E怪五 ( E m h除ryo吋〉とである。内乳が小さいか又は無いも
のは、大きなJ I f i がある。 23. 伍がまっナ守なもの
が. 謬曲した路より原始的である。 24. 間援なる
議化的現象は、度々植物臭の色々の場所に別々のとと

原生中必栓 (Protostele) より有髄原生中心柱 (Med・
'!lllated protostele)、次代管状中心棒 (Solenostele)、
次に真正中心強 (EusteJe)、主たに不済中1fj'¥'桂 (Ata_
ctostele) の型となる。 31. 仮導管が階紋仮導管
(Scalariform tracheid) であるのは原始的で. サ a

オ線 cSani 0 '  s h a: r ) のあるのは進歩じた色のである。
32. 仮導誉の膜壁f<:摸孔【Pit) がありぐ荷捕の尖って
いるのは、膜壁民族孔がなく、両端に階紋苦手孔 (Sca-
lariform) のあるもの止り原始的である。 33. 導管
(Vessel ) の両端に翠ー穿孔 (SimpJe pe:rforation) の
あるものは、無いものより進歩した色のである0 ・ 34. 
導管がフミ短く、商端の膜酉が側漢に直角に出来る色の
は、導管が綿長く、両端の摸買が倒壊に黍Hて出来るも
の主担議歩した型である; ，
ce11) の緩い色のは、有るものエり原始的である。 36.
木質部 (Xylem) に木都議総 ( W o o d fiber) の無い色
のから，繊維仮導管 (ribe>-tracheid) の色のに、更に

(Xylem 
Parenchyma) の在る色のは、無いもの主り議歩し? と乞
ものである。 38. 射出髄. (Medullary ray) が、単列
のものは、築会主主出髄 (Aggregate medullary ray) 
ものの上り原始的である。 39. gap) の
あるちのは、無い色のJ : : l ) 議歩した型である。そして
翠胞 (Unillocular)の索隊以多胞 ( Multi1ocular)のも

明瞭なものは、不明瞭な古のより原始的す寄る。
41 . 有限維管東 (CJosed vascular bundle) は. 無限
維管束 (Openvascular bundle) 工り原始的である。

花式 (Floral formula) 
として繰返されでいるa 例えば葉緑芸誌のなくなると| 従来の花の簿造を表わのに記号( 事片K. 花斡C. 雄

と、呆突では多角のものや刺の出来るとと、車業から| を表わナのみである。次に示ナ花弐ほ花の要素 (e1e-
複楽に変化するとと、直立ナるものから旬旬ナるもの 1m回心と花の組立 (Co時間凶を全体として示し.
&z::怠るとと、花部の子房上位から子房中位や子房下位 l とれによって相異なる花の欝迭とその類縁関係を反政
に変るとと、花持、雄蕊が側にて癒着ナるにと等。
25. こつの科暗号事手の関係を定めるむには、その群の原
始的なものを比絞し、主主化した色のや、特殊化したもの
を比較すべきではない。 26. 薬は鯖翠? よちのから
竣聖書なsのはなる、しかしある時代は、とれが翠純化
される色のであるが、とれば返ji : .由主の溌主雲氏よる色の
である。 27. 偲体発生は系統発生の緩い反覆であ
'る (Haeckel's，Lo¥v of recapitulation)o 28. 相関
の志のが、類縁関係を決定し、相似のものは、決定し
ない。 29. 中執胎座 (Axile placentation) の方が、
側膜胎底 (Parietal placer巾 ti'on)や中央E台座(Central
placentation)より色原始的である。 30. 中心桂(Cent-
ral cylinder) による主主化の限序は次の主うである。

したもので. 最近はζの方法が用いられているa 次に
どの方法を利用するのに必要な記号を認す。

CA 事. 事片

CAO  事片なし

CAX  事片数枚. 定数なし

CA1ト国 蕃片 3枚から多数
CA←s  
CA4  
CA!. 
CA0 
CAP  

事片 4 11'> 5枚
苓片4 枚

事片 5枚. 多少合着する
事片 5枚、合着ナる

事片が冠毛となる
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CAZB-星 野劫相称的

C O  花払才搬
CoO 花鵠なし
CO>; 

Co⑤ 
Co@ 
COZ@ 
S  
S国

花線数枚. 定数なし

花事態 5枚、多少合資する
誹

花努事5枚. 合着ナる
1搬 5枚、合鷲する
・1 E冠が2主右相称的

雄蕊

多態語

多雄蕊. 花総に会費ナる
Sと3

貴重蕊5本、読で合着ナる
雄蕊 6本. 内 2本が緩い
議滋4;;ド. 内2;;ドが短い、又は2 本

機運苦又は心皮

峻蕊1本‘又は，ら皮 1枚
多量産潔

予E手又は雄蕊が三心皮である
ー必皮が 3枚から多数で合完まずる
雄蕊がこ心皮. しかしー窪

田雄蕊がこゐ皮、四深裂

一室
三から五必皮の磯蕊L じかし一室

必皮は 2枚から多数. 多少舎費ずる

S宮
5=叫
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一一ーl 雄蕊は花持と対生C.A.@ C邸 p2
A C H  痩呆

B E R  重量泉

D I  峰雄呉線

M O  峰雄同捻

E V G  常縁

P G  両性花と単位花を有する

Sc 鱗片

Suc 多肉

U T  胞呆

援泉状ー

CAP 萌呆

.  

DR 核果又は核集決
F O L  著突 .hd 

PF 爾位花
5 A M  麹呆
S P A T  目仏談すE

もう下
U  翠倒古
54- 1 〆

一一一一| 子房下位. 二心皮. 郊蕊は花事事li対

P② ・ ¥

CA3  C05 S6  
子湯下位. 去、r..'i皇、雄蕊は主軸の上 ap③ - -... .  -，'ー

S5 
一一一一一一一一雄蕊は花縛と対ム花冠と互生CA!，"' Co@ p@ 4、

次にお百. l  Iこ実例を挙げる。 Fig.IのA は守マノア y

車産蕊P として表わす。子房上位を表わすために. 花の

来嘆の種類を書く o B図ほ守 T ノア ;/jf界科(Ranun凶・.，
Jaceae) である。 との花弐では. Ca は三枚から多数
Co は会く無いか又は多数となる。次に "f1""" ノアジit
n斜と近縁な屯タ V :Y科 (Magnoliaceaめを C図に示
ナa とれの Ca と Co は不定数から皆無: なある。次K

れは Ca と Co は5枚、多捨蕊、雄蕊ば五本かる多数
である。次代ノ、ナシノブ斜 CPolemoniaceae) を E 図
K 示す。 ζれは雄蕊f丸三つの他の務官の上に置かれ
て君主る ζとである。とれは雄蕊は花軸と対生じている
ととを示ナ。( との時には雄蕊の記号舎を花冠の記号の
上bて書く〉第二l吃気附主 ζーとは、Ca， Cd，.Pの各指3設
に丸が附tiてあるととである。えればその若手宮古書各々
合着している ζとを示ナのである。次にとのハナジノ
プ科と近縁のナ R 科 (Solanaceae) ( 下図〉を比較ナ
ると. 前者は三心皮 (triωrpeIIary) で後者はニ心皮
(忌:icarpella巧〉である。 G 図はゴ守ノ h グサ殺 (SC4.

とれば左宥相称花
(Zygomorphous ilower) であ. るかち Coz の記号を
使う。 H 図はムラサ者斜C -Borragina哩eae) で I 図は

似た花であるが花式ではよ後者ほ左右相称花で. ニ滋
雄蕊 (RPちこ雄蕊とこ仮雄蕊) かこ雄蕊で雄蕊は二，jt
皮で. 鴎深裂すでる。 Eの点は亦. G 図のゴ T ノρ グサ
草寺との差英志明確に表われる。書官者〈ムヲサ 2有料〉は
放射招称詑である ζとが花式に表b れている。とれば
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ゴマノ戸グサ科との差である。 J図陪鍛形科 (Umbe.
lliferaのであるa
をイ也の三τつの器官より線の下K 置く、との科の花式は
三段になり、最下段』ては分果 (Mericarp) を置く、 K
図はアカキ科 (Ru1iac号ae) で子房下位を示ナa との
花式の花の各君主宮の数の交呉は縁花科の花弐より高等
であるととを示している。 L 凶はキキヨ守科の花言え
で、とれは花冠が二種類ある。 C O①は整斉花(actino・
morphic flower) で. 花線五放が合着ナる。 C o z⑤
は左宥干自称で、 (zygomorph) で五枚が合着するとと
を示ナ。 M 図はシヤボテ Y 科 (Cactaceae) の花弐で
ある。 'ζれは査状の花軸の縁辺v-C分離した多くの革、
花線、雄蕊があり、子房下位で三本から多数の心皮が
ある。草子菜類の花式、 N 図はオモダカ斜 (Alisma-
taceae) の花式で. とれは双子薬類の "1)-<( ノアシガ界
斜の花式と近縁な関係にある。三数怯の花は草子菜類
の傾向である。 o 図はュ 9斜( L iliaceae) の花式で
ζれは三心皮子房 (tricilrpellary ovary) で. す毛グ
カ斜より進化じている。 P 図はヒガ y パナ草寺(.A-ma-
ryllidaceae) で. Q 図はアヤメ科( I ridaceae) で.
R 図はヲ Y 科 (Orchidac闘のである。
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